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光渦をはじめとした光の持つトポロジカルチャージは、物質の異なる励起状態と結合できるこ

となどから、光の新たな自由度として注目されている。前回、2 層金属周期構造を集光光学系に

配置し、円偏光クロスニコル測定を行うことで、光渦を観測できる可能性について報告した[1]。

これは、集光により光が異なる方向への波数ベクトルを持ち、それぞれが感じる局所的な構造の

異方性に応じた幾何学的位相を光が獲得することによる。これをポアンカレ球面上に表現すると、

入射した円偏光（北極、もしくは南極）が、各方向に進むことで構造透過後に極回りを経度方向

に周回して分布することに対応する。ただ、実証するための円偏光クロスニコル測定は光学系が

通常の直線偏光クロスニコル測定に比べ煩雑となる。そこで、今回直線偏光を集光しながら構造

に入射した時にポアンカレ球上をその入射した直線偏光状態に対して緯度方向に周回するような

偏光状態を作り出すことで、通常のクロスニコル配置でも光渦の観測ができないか検討した。 

直線偏光を入射して、円偏光成分を得る方法の一つとして、カイラル構造に入射する方法があ

る。図 1(a)のような金属ロッド構造が 2層（緑、赤）

になっていて、層間のロッド対が直交している構造

を考える。このような構造に緑の層側から光を集光

入射するとき、入射方向の異なる成分にとってロッ

ド間の見かけの位置関係が図 1(b-j)に示すように、

連続的に変化する。各緑、赤のロッド対に注目する

と、左右(e,g)、上下(c,i)に傾いた入射では、それぞ

れ紙面に垂直な方向に 180 度回転させると重なる

が、上と右に傾けた構造(c,g)は鏡映対称的に見えキ

ラリティ(外因性)[2]が逆になっている。なお、各ユ

ニットセルは、三角格子上に並んでいて全体では内

因性のキラル構造でもある。このような構造を集光

光学系に配置し、クロスニコル測定を行った場合に

ついて数値的に調査したところトポロジカルチャ

ージ 2に対応する位相分布が得られた。 
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